
苫小牧市総合計画（基本計画）（素案）に寄せられた意見と市の考え方について（パブリックコメントの結果） 

 意見提出期間  平成２９年１２月５日 ～ 平成３０年１月４日 （３１日間） 

 意見提出人数  ５人 

 提出意見件数（項目）  ５件 （２０項目） 

 提出意見と市の考え方・提出意見を考慮した結果とその理由  次のとおり 

項目

№ 

提出

人数

提出された意見 

（意見提出区分 第三者利益による削除等の有無）

提出された意見に対する市の考え方 

提出された意見を考慮した結果とその理由

反映区分

１ １ 

（原文・整理要約  有・無）

28 頁 運営方針 運営-1-1 地域活動の促進 

●町内会館の開放 

・町内会館は、高齢の町内会役員が集まっている場所、常に

鍵のかかっている場所といったイメージで、若者たちが集ま

りにくい状況にある。 

・団体やサークルに対して、町内会に加入することを条件に、

会館を開放することで、イベントや行事の共同実施や世代間

の交流が生まれ、町内の活性化につながる。 

・地元町内会への加入を強いるのではなく、住民自らが入り

たくなる町内会の形成を促進する必要がある。

 町内会館につきましては、町内会活動の拠点として、地域住民に

とって身近な施設となっていることから、今後も継続的に設備の更

新や施設の改修などの支援を行っていきます。 

 また、その利用を含めた運営については、各町内会がそれぞれの

実情に合わせ、地域住民の意向に沿った形で自主的な運営を行って

いるものです。 

 なお、意見につきましては、機会を捉えて町内会に対し、情報提

供等を図っていきたいと考えています。 

Ｃ 

２ １ 

（原文・整理要約  有・無）

32 頁 運営方針 運営-1-3 男女平等参画の推進 

■現況と課題 

 男女平等参画社会の実現は、国において２１世紀の最重要

課題と位置づけており、苫小牧市においても条例、都市宣言、

日本女性会議開催と進めてきている。その大事な流れが、現

況にあるべきではないか。

 男女平等参画社会について、国における位置づけ及び苫小牧市に

おける取組等の流れを加えます。 

Ａ 



３ １ 

（原文・整理要約  有・無）

32 頁 運営方針 運営-1-3 男女平等参画の推進 

■主な取組 

３ 男女平等参画の環境の整備 

 家庭生活と他の活動が両立できる環境の部分について、具

体的にどのような環境かを記載した方がわかりやすい。

 家庭生活と他の活動が両立できる環境について、具体的な表現に

改めます。 

Ａ 

４ １ 

（原文・整理要約  有・無）

32 頁 運営方針 運営-1-3 男女平等参画の推進 

■主な事業 

 事業名から具体的な実施内容がわかりにくい。

 実施内容がわかるような事業名に改めます。 Ａ 

５ １ 

（原文・整理要約  有・無）

70 頁 基本施策 2-1-5 商業の振興 

■主要施策 1 中小商業経営の安定と強化 

 商業振興充実を図る具体的施策として、中小商業者の経営

支援策の一環として、消費者が求める商業者への要望を把握

するための「消費者動向アンケート調査」を会議所の協力の

下に実施し、消費者需要を調査し、事業経営の一助とする。

 消費者の動向をアンケート調査などにより把握することは、商業

振興の充実を図る上では参考になるものと認識しています。つきま

しては、商工会議所をはじめ、市商店街振興組合連合会等、各関係

機関に協力を求め、商業振興等の一環として計画を進める中で検討

していきたいと考えています。 

Ｃ 

６ １ 

（原文・整理要約  有・無）

74 頁 基本施策 2-1-7 観光の振興 

■主要施策 2 観光推進体制の強化 

 観光振興充実を図る具体的施策として、「地域資源再発掘

モニターツアー」を実施する。「灯台下暗し」という言葉の

とおり、地元のこと（地域資源）を地元人はあまり知らない。

他地域の人々が見ることで新たな観光資源の発掘につなが

る可能性があり、近隣自治体関係者・振興局や観光協会・経

済団体等の協力を得て、管内全体で実施する。

 これまで本市では、札幌発着バスツアーや、花火＆産業夜景鑑賞

バスツアーを開催してきたほか、昨年は胆振総合振興局や室蘭市等

と連携し、北海道いぶり二大工場夜景フォトツアーを実施していま

す。今後も、北海道や近隣市町村等と連携し、観光誘客を図ってい

きたいと考えています。 

Ｂ 



７ １ 

（原文・整理要約  有・無）

74 頁 基本施策 2-1-7 観光の振興 

●目玉となる観光施設の整備 

道の駅ウトナイ 

・駐車場が狭い。 

・苫小牧らしさがない。 

・展望台建築計画は歓迎する。 

・地元の特産物、特長をいかす。（海産物、農産物、牧場）

 道の駅ウトナイ湖につきましては、更なる来館者の増加を目指

し、現在、展望施設の整備に向けて、検討を進めているところです。

また、地元の野菜や花卉等を特産品として取扱っており、今後も指

定管理者や関係者等と連携し、地域の魅力を発信していきたいと考

えています。 

Ｂ 

８ １ 

（原文・整理要約  有・無）

74 頁 基本施策 2-1-7 観光の振興 

●目玉となる観光施設の整備 

苫小牧港 

・日本で有数の港らしく。 

・イベント広場をつくる。 

・夜景を観賞する観光船 

 苫小牧港におけるイベント広場につきましては、緑地と遊具広

場、多目的イベントスペースを有する「キラキラ公園」が西港区北

ふ頭に整備されており、これまでも全国・全道規模のグルメイベン

トが開催されているほか、毎年みなとフェスティバルが開催されて

います。今後も「キラキラ公園」が各種イベントの開催場所として

市民や観光客に広く親しまれるよう、関係団体とも連携し、情報発

信に取り組んでいきます。 

Ｄ 

 港まつりの際に花火鑑賞と併せた工場夜景を楽しむバスツアー

を行っているほか、苫小牧港湾事務所の協力を得て港湾業務艇によ

る港の見学会も行っているところです。 

Ｂ 

９ １ 

（原文・整理要約  有・無）

74 頁 基本施策 2-1-7 観光の振興 

●目玉となる観光施設の整備 

アルテン 

・夏冬集客するため、広場をいかしたイベントを作る。 

＜夏・秋＞ 

・人間馬車、牧草転がし、ホタルの里 

 アルテンの広場をいかしたイベントにつきましては、頂いた意見

を参考にして関係部署や指定管理者と協議・検討していきます。 

Ｃ 



・広葉樹植樹による紅葉観賞 

・山、木をいかした子どもたちが遊べる施設づくり 

＜冬＞ 

・雪上自転車レース、雪まつり、雪まつり的な祭り

１０ １ 

（原文・整理要約  有・無）

74 頁 基本施策 2-1-7 観光の振興 

●目玉となる観光施設の整備 

樽前山 

・高山植物を身近に観賞できるようにする。 

・駐車場の整備 

・子どもたちでも楽しめる山道を整備する。 

 樽前山は支笏洞爺国立公園内に位置する活火山であることから、

整備につきましては、観光面だけではなく自然保護や防災等の観点

を踏まえた検討が必要となります。意見につきましては、今後の業

務の参考とします。 

 また、山道につきましては現状で２つのコースがあり、子どもた

ちも容易に歩ける緩勾配で草花を楽しめる山道がありますので、そ

ちらを活用頂き、高山植物の観賞などを楽しんで頂きたいと考えて

います。 

Ｄ 

１１ １ 

（原文・整理要約  有・無）

76 頁 基本施策 2-1-8 雇用・労働環境の整備・充実 

 苫小牧は、苫小牧港、新千歳空港、鉄道、高速自動車道な

どの交通アクセスに恵まれ、北海道経済をけん引する産業拠

点都市として発展している。他方、本道においては、人口減

少、少子高齢化が全国を上回る勢いで進んでおり、加えて、

近年は、景気好転や有効求人倍率上昇に伴い人手不足が深刻

化している。 

 こうした中で、力強い産業拠点都市として継続的な発展を

目指すためには、地域社会の担い手である若年者の職場定

着、女性や高齢者などの労働市場参入といった総合的な雇

用・労働施策を積極的に推し進め、人手不足企業の労働力確

保につなげていくことが、さらに重要になる。 

 意見を踏まえ、基本計画を基に具体的な施策展開を図っていきま

す。 

Ｂ 



 総合計画素案は、現状と課題、基本目標、主要施策のいず

れもポイントを的確に捉え簡潔に表現していると思う。この

計画は新年度から５年間の計画であり、毎年度の具体的な施

策事業として予算化していくことが大切である。 

１２ １ 

（原文・整理要約  有・無）

76 頁 基本施策 2-1-8 雇用・労働環境の整備・充実 

●若者の地元就職と職場定着 

 若者の就職意識が変化する中で、若者に対して地元企業の

認知度を高め、就職セミナーやインターンシップ、職場実習

等を通じて継続して働く就業意識の醸成、ミスマッチの低減

に取り組むとともに、企業に対しても若者の意識や行動特性

に応じた働きがいを与えられる労働環境の改善といった定

着策が浸透するよう施策誘導が大切である。

 案において、同様の趣旨を含んでおり、意見を踏まえ、基本計画

を基に具体的な施策展開を図っていきます。 

Ｂ 

１３ １ 

（原文・整理要約  有・無）

76 頁 基本施策 2-1-8 雇用・労働環境の整備・充実 

●女性や高齢者などを取り込む労働環境改善とマッチング 

 人手不足が深刻化する中で、若者はもとより女性や高齢

者、障がい者の雇用を拡大することがこれまで以上に必要に

なっている。夫々の異なるニーズに合わせ、求職者が生き生

きと働けるよう、これまでの労働環境を見直し、改善してい

くための企業向けセミナーや求人企業と求職者とのマッチ

ングの機会を提供することなどが有効と考える。

 案において、同様の趣旨を含んでおり、意見を踏まえ、基本計画

を基に具体的な施策展開を図っていきます。 

Ｂ 

１４ １ 

（原文・整理要約  有・無）

76 頁 基本施策 2-1-8 雇用・労働環境の整備・充実 

●企業誘致と新たな産業の振興育成 

 苫小牧には紙・パルプ、自動車部品などの製造業を中心と

 ＭＩＣＥや国際リゾートなど、新たな産業の誘致につきまして

は、重点プロジェクト「持続可能なまちに向けた都市機能の強化」

に位置づけています。 

Ｂ 



した産業が集積しているが、近年は新千歳空港を利用する海

外からの観光客が大幅に増加している。 

 増加する外国人等観光客を取り込み、国内外とつながる産

業拠点機能を生かしたＭＩＣＥ（国際会議、学会などのビジ

ネスイベンツ）や恵まれた自然環境を活用した国際リゾート

地を目指すことは雇用の幅を拡げる。企業誘致や産業振興と

ともに、こうした新たな産業の育成に努めることは、求職者

の多様なニーズに応えることで地元就労者の拡大に繋がり、

都市としての総合的な魅力を高める上で重要と考える。

１５ １ 

（原文・整理要約  有・無）

86 頁 基本施策 3-1-2 高校・大学・各種教育機関の充実

●若者が東側へ偏るのを解消 

・４年制大学との共生による西側の活性化を図る。

 大学や工業高等専門学校等は、地域社会の発展や地域で活躍する

人材の育成、高度な専門知識と技術を習得するための大切な存在と

なっています。 

 魅力あるまちづくりを進めるためにも、４年制大学を始めとした

高等教育機関との連携を深め、地域の活性化につなげていきたいと

考えています。 

Ｂ 

１６ １ 

（原文・整理要約  有・無）

88 頁 基本施策 3-2-1 生涯学習の推進 

●市内にある史跡、文化財、モニュメント等の再発掘

 市内にある史跡、文化財、モニュメント等の再発掘については、

第２次市民文化芸術振興推進計画に基づき、ＰＲや整備に努めてい

きたいと考えています。 

Ｂ 

１７ １ 

（原文・整理要約  有・無）

90 頁 基本施策 3-2-2 市民スポーツの推進 

 王子白鳥アリーナのトレーニングルームの拡張、または増

築を願う。王子白鳥アリーナは、氷都苫小牧のランドマーク

でもあり、市内リンクの象徴でもあり、国のナショナルトレ

ーニングセンターにも指定されている。 

 白鳥王子アイスアリーナのトレーニングルームの狭隘化につい

ては、日本アイスホッケー代表の関係者からも意見があり、既存施

設や総合体育館の指定管理者と協力し工夫しながら対応している

ところです。 

 現在、アイスホッケー競技のトレーニング方法ではトレーニング

Ｃ 



 一方で、様々な国際大会を招致するに当たっては、ヒート

アップ、クールダウン時に、場所が狭く支障をきたす。 

 また、有酸素運動機器（エアロバイク、トレッドミル等）

は、全てロビーに移設されたが、利用者からは晒し者のよう

で恥ずかしいという意見や、冬季はとても寒く利用し難いと

いう意見がある。トレーニングルームを拡張するか、事務室

南側に連絡通路と別棟を建設して欲しい。 

スペースが重要視されていますが、その他のスポーツ施設の老朽化

対策も重要であることから、施設改修の優先度について協議する中

で、トレーニングルームも含めて考えていきます。 

１８ １ 

（原文・整理要約  有・無）

104 頁 基本施策 5-1-1 まちなかの活性化 

●駅前商店街の活性化 

・若者が集まれる駅前広場を目指すべきである。

 若者が集まれる広場については、主要施策「にぎわいの創出」に

おいて、子ども、若者、子育て世代とともに、日常的なにぎわい創

出に努めることとしています。 

Ｂ 

１９ １ 

（原文・整理要約  有・無）

104 頁 基本施策 5-1-1 まちなかの活性化 

●駅前商店街の活性化 

・駅周辺が苫小牧の顔になっていない。

 駅周辺を含むまちなかについては、基本目標において、「苫小牧

の顔」として独自の魅力の創造、にぎわいの創出を図っていくこと

としています。 

Ｂ 

２０ １ 

（原文・整理要約  有・無）

104 頁 基本施策 5-1-1 まちなかの活性化 

●駅前商店街の活性化 

・暗く道が狭い錦町、大町を区画整理などの再開発をする。

 区画整理事業については、地権者の負担が大きくなることから、

現在のところ難しいと考えています。 

Ｄ 

反映区分 提出された意見の反映状況

Ａ  意見を受けて案を修正したもの

Ｂ  案と意見との趣旨が同様と考えられるもの

Ｃ  案を修正していないが、今後の施策の進め方等の参考とするもの

Ｄ  案に取り入れなかったもの

Ｅ  案の内容についての質問等

 「原文」とは、提出者の氏名、連絡先等を除いた提出された意見そ

のものであり、整理、要約、削除等をしていないものをいいます。担

当課において、原文の備付けや閲覧による対応が必要となります。「整

理要約」とは、提出者の氏名、連絡先等を除いた提出された意見を整

理、要約、削除等をしたものをいいます。 

 なお、「原文」・「整理要約」のいずれの場合であっても、第三者の利

益を害するおそれがあるとき（個人のプライバシーに係る事項、企業

秘密等）や、その他正当な理由があるとき（提出意見を公にすること

により公益上の支障があるとき等）は、その部分について除くことが

できます。


